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○国際シンポジウム第12回 ISE（International Symposium on Ecohydraulics）2018の開催案内が掲載されています。

○ISE2018の会長は浅枝先生で、2018年8月19日～24日の6日間、東京の日本大学で開催されます。（※Ecohydraulics：生態水理学）

○ISEは、IAHRとISRSの共同開催です。

・IAHR
International Association for Hydro-Environment 
Engineering and Research 

（水環境工学研究の国際協会）

・ISRS
International Society for River Science

（河川国際学会）

○ISE 2018の目的は、水生生物や環境の流れ、

湖沼と河川の自然再生の顕著な科学的知見と管

理を結びつけること、急速に変化する水環境問

題の解決のための技術革新を図ること、水に関

する災害を防止するための視点や知見を共有す

ることです。

○シンポジウムは、東京の市内中心部の日本大学

で開催されます。

東京の観光スポットは会場から電車で簡単にア

クセスできます。
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○スケジュールは、2018年１月２６日に特別セッションの要旨の締め切り、３月１６日にアクセプト、最終原稿は４月２７日が一次締め切

り、5月26日が最終締め切りとなっています。

○投稿・参加費用は、一次締め切り提出の場合は６万円、最終締め切りの提出の場合は７万５千円となっています。

○8月30日

論文投稿システムオープン

○1月26日

特別セッション要旨締め切り

○3月16日

要旨アクセプト通知

○4月２７日

論文一次投稿締め切り

○5月26日

論文最終投稿締め切り

一次締め切り投稿・参加費 最終締め切り投稿・参加費

投稿・参加費には、以下が含まれます。

・すべてのセッションへの参加

・コーヒーブレーク

・歓迎レセプションへの参加

・会議の冊子と議事録

円 円

税込み
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○協議会として参加する特別セッションは セッション１８の「関東地方エコロジカルネットワークの発展」です。

○タイトル

関東地方エコロジカルネットワーク

○オーガナイザー（まとめ役）

長谷川 雅美（博士、東邦大学教授）

○キーワード

湿地の復元、ハビタット（生息場所）の回復、経済

発展および経済活性化


